A Language Contact History of Former Manchukuo Residents : Towards an Interface between Written Sources and Oral History by 甲賀 真広
旧満洲国在住者の言語接触史










言言謝吏用に関するオーラル ヒス トリー を記録 としてまとめることを目的 とする。分析

























日本兵3:い よ う一 生一代の顔 だぞ ・・・…
事例1:「『クワイクワイデー』が含 まれ る資料 を見 たイ ンフォーマ ン トの コメン ト」
イ ンフォーマ ン ト:「クワイ クワイデー」これは 「急 いで くれ」って意味だ よ 「急 いで
やれ」 って
筆者:「急いで」なんだ
イ ンフォーマ ン ト:「急いで」だ よ 「早 くやれ 」って 「クワイクワイデー」、「早 く」「急
いでやれ」 「の ろの ろや るな」って意 味だよ、 目本兵 が使 う場 合な、「早 く持 って こ
い」とか 日本兵が使 ってた、苦力 って知 ってるだ ろ?使 用人 だよ、苦力 ってい うの










とい う観点か らではない。聞き取 り調査をするにあたり戦争に関することも当然聞く
必要があ り、それを話 してくれるための信頼関係を築かなければならなかった。その
ため長時間の調査を引き受けてくれ るインフォーマン トとい うことを選定基準とした。

















ォーマン トをは じめ多 くの 日本人は金品を取 られ職 も失い生活が困窮 していた こと
や、船が接近または接触すると爆発する機雷が海に残存 してお り引き揚げ船が出港で
きないといったことから、インフォーマン トは16歳 で終戦を迎えたが、すぐに 日本
に引き揚げることができなかった。当時は、家財道具を中国人に売 り歩かなければな
らず、大変苦労をした経験を持つ。その時の様子を彼の母親が記 していたので、一一部
紹介 したい。終戦後に、「酒気 を帯びたソ連兵に、『金 と女を出せ。』 とピス トルをっ
きつけられた」経験があることや、「菓子、南京豆、ビールをたらふ く飲み食いしい
くばくかの金を手に して帰った兵隊もいました。終戦か ら一一年以上もこのような状態
が続き、住民は一 日も早 く祖国に引揚げたいと話合ってお りました。(甲賀1952,1968)」
とい うことを記 している。インフォーマン トは、戦時中にも関わらず、戦争が起こっ
ていること自体もどこか遠い場所で行なわれていたものであったと話 した。 しかし終
戦後になって初めて彼 らの本当の困難が待っていたとい う。








を送ってお り、中には現地人のお手伝いさんを雇 う家庭 さえあった。
当時、旧満洲国で話されていたことばを現地の人たちは 「満洲語1」と呼んでいた。
これはツングース諸語の満洲語ではなく、後述の分析から分かるように、インフォー
マン トが言 う 「満洲語」 とは当時のチマタで使われていた 口語で、中国語の1方言で
ある。インフォーマン トはこの満洲語を中国語の方言 と認識 してお り、学校側の意向
で標準語の北京官話を学習 していた。 この授業のおかげで、北京官話の読み書きがで
きるようになったとい う。 しか し、インフォーマン トは当時勉強した北京官話 と現在
の中国語 とのギャップを感 じてお り、「現在の中国語は分からない」とも述べている。
昧 言譜 及の表れとして、日本人以外が経営す るお店で、 日本語での出前依頼を受
けているところもあった。(例:「鮫子(ぎょうざ)十皿(とさら)頼むよ。」)





















1イ ンフォーマン トは 「協和語」 とい う用語を使用 しなかった。しか し、混合言語や ピジンがなかっ






































絵葉書106枚中 日本語 中国語 混合型 合計
文数 194(69.3)37(13.2)49(17.5)280
節数 312(76.7)44(10.8)51(12.5)407
中国語文、 日本語文、混合型の文 をそれぞれ例示す る と資料2と なる。(1)が中国語
文、(3)が目本語文 、(2)(4)(5)が混合型の文 と して扱 ってい る。 その中で さらに、混合
型の文に含まれ る形態素 を言語別 に見 る と、 日本語 は72.8%に当たる268形態素で、
中国語 は27.2%の100形態素である(表2、図2参 照)。したがって、旧満洲国 とい う場
所であ りなが ら中国語 の割合が少 な く、 日本語の割合がかな り多 く占めてい ることが
分かった。
資料2=「洋車」
(1)現地人:タ イ ジンナールチユイ(お客 さん何処 まで行 くんですか)
(2)日本兵1=ク ワイクワイデー(早くはや く)走つ て くれ後 に負 けるな よ
(3)日本兵2:愉 快 々々
(4)日本兵3=前 を追越せ ば リイヤ ンモーチヱ ン(二十銭)奮獲す るぞ

























語」という名称について分析 している。「沿線漢語」や 「沿線支那語」とい う名称もあ
る(中島2016)。一方、絵葉書か ら探った張(2012)は「語彙 レベルの借用、 日本語語順
の中国語、日本語助詞の過剰省略、日本語文 と中国語文の混合使用など、言語接触は
様々なレベルで発生 している」とし、これが 「絵葉書に見 られる言語接触の様々な側
面はおそらく、これまでに先行研究に登場 した 『協和語』 とい う現象であると思われ
る」と述べ、「協和語」とい う名称を用いている。しかし、張(2012)では、このような






桜 井(2015)は「協和語 」を 「ピジン中国語」 として分類 してい るが、果 た してこれ
でいいだろ うか。本項 では、文法面 と語彙面 に分けてそれぞれを考察 してい く。
4.1.1文法面
「協和語」の中には、確かに両言語の中にピジン化 された(非文に当たる文法的に単
純化された)要素もみ られる。例えば、張(2012)で指摘 された 「デーの拡大使用」がそ
れにあたる。「ニデー[伽的]ど こへ行 くんだ」とい う発話があるが、本来所有格であ





の要素は69節 にものぼる。文法面 をみる と、 「ピジン」 の特徴 である文法の単純化 が
起 きてお り、 「協和語 」は 「ピジン」の側面 を持 っている とい える。
4.1.2語彙面
次に語彙面 をみてい く。典型的な 「ピジン」の場 合、語彙 の8割 以上は同一 の(上層)
言語に由来す る(Sebbal997:25)と言 われ てい る。では 「協和語」 は どうだろ うか。上
記(3節参照)では 「協和語 」を、語彙 とい う単位 よ り詳細 な形態素での集計 を行なった。
その結果 、 日本語が72.8%に当たる268形態素で、中国語が27.2%の100形態素であ
った。っ ま り典型的な 「ピジン」の定義で ある8割 とい う条件 を満 た していない。 し
たがって語彙面では、 「ピジン」の特徴 には当てはま らない。
4.2「協和語」は 「混合言語」か?
Trudgill(2002)やBakker(1994)は「混合言語」 を二つの起点言語 をもつ もの として定
義づ けて いてい る。 さ らに、混合言 語 は文法 が単純 化 され ず に用い られ る(ロング
2012)。これ はま さに語彙 面のこ とを言っている。例 えば、 ロング ・甲賀(2017)では小
笠原混合言語 を分析 してお り、 これ は98発 話 か らなる談話 を分析 した結 果、1750語
の うち、50.6%にあたる885語は 日本語 、49.4%にあたる860語は英語で あるとしてい
る。つま り、混合言語 の語彙は二つの起点言語でほぼ同 じ割合 でみ られ るのであ る。
一方、「協和語」は前述 した よ うに文法が単純化 され、語彙はお よそ7対3と 同 じ割合










文法の単純化 ○ × ○











文字資料を読んだインフォーマン トは一語一語を 」寧 に確認 し、イメージや当時の
使用の様子を教えてくれた。本項では、その確認の際にコメン トしたことを資料 ごと
に取 り上げ、紹介 していく。
まず、資料3で は、 日本兵が食事をしている風景が描かれている。ここで取 り上げ
る発話は日本兵による 「今 日の飯はとてもハーオチー(美味い)」である。
資料3=「食事」
日本兵1:ウ オーチーデ ータイ ドー ラ(俺は喰ひす ぎた)
日本兵2:今 日の飯 は とてもハーオチー(美味い)
イ ンフォーマ ン トは 「ハーオチー(ハオチー)」を 「おい しい」 とい う意 味で使用 し
た とい う。 さらに、 これ対 して 「とてもおい しい」 とい う強調表現 を用 いる ときには
「ヘ ンハオチー」 と言 っていた とい う。 当時 を思い出 して、それぞれ声調 をつ けて発
音す ることがで き、文字 に した場 合 「ヘ ン」 には 「変」 とい う漢字 を使 っていた と紙
に書いて教 えて くれ た。さらに、インフォーマン トは現地人の出前の人に対 して、「ヘ
ンハオチー ラ。 シェイシェイ。(とて もおい しか った よ。 あ りが と う。)」とい う表現
も使 ったこ とがあ ると教 えて くれた。 しか しこの 「ハオチー ラ」は中国語では用 いる
ことができない非文である。北京 官話 を学習 していて も、非文にあたる表現 を使用 し
ていた ことが分かった。
次に資料4で 言及 して も らった部分 を取 り上げる。資料4は 日本兵3人 、現地人1
人が描 かれてお り、 日本兵 が現地人に靴 を直 して もらってい る様子 が描かれている。
イ ンフォーマ ン トは現地人 の発話 「トン トンデー シイヱシイ ヱ(解りま した有難度 う)」
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とい う部分 について コメン トして くれ た。
資料4:「靴直 シ」
日本兵1:名 誉の負傷 だ ウーチヱヌ(五銭)にまけ とけハハ ・…
現地人:ト ン トンデー シイヱシイヱ(解りま した有難 斐う)
日本兵2:ニ デー(お前)のは も う修繕 したのか
日本兵3:オ デー(自分)のは も うお先に ワンラー(完了)だよ
「トン トン」が 「本 当に」、 「デー」 が 日本語の 「で」、 「シイヱシイヱ」が 「あ りが
とう」 とい うよ うに当該表現の ことを考 えていた。イ ンフォーマ ン トによれば現地人
は 「デー」を使 い 日本語の よ うな話 し方 に しよ うとしていた と教 えて くれた。つま り、
「デー」 は助詞 「で」のよ うな役割 であった と話す。 しか し 「トン トンデーシイヱシ
イヱ」は、3人 の 中国語母語話者 に よれ ば、決 して 日本語の要素は入 ってお らず 、 こ
のままで正文であ ると判定 された。
この よ うに、 日本 人は 「デー」 と 「で」 とい う似 た音声 について知覚す る ときに、
日本語 と して聞き取っている者 もいた こ とが明 らか となった。 張(2012)では 「デー の
拡大使用」 を指摘 しているが、拡 大使用 に とどま らない 「デー」の新た な側面があっ
た ことが分か った。
次に資料5を 取 り上げる。資料5で は 日本兵 と現地人 が牛の売買を してい る様子 が
描かれ ている。イ ンフォーマ ン トは現地人の 「カ ンカンよろ しいあるか」 とい う発話
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いた。 しかし、戦後には日本人の立場が逆転 し、日本人でも布団など家財道具を売 り
歩かなければいけなくなった。そ うしたときに、インフォーマン トは 「カンカン」の
ような言葉を使用せ ざるを得なかったとい う。また、ここで見られる 「よろしい」は
敬語として使用 しているとい う印象を持っていた。戦時中の中国人は日本人から見た












日本兵1:ニ デ・一一・L(お前)どこへ行 くんだ ・…
日本兵2:オ デー(自分)活動 でも(観る)かんかん しよ うと思ふ






































現在まで使用できるということはかな り高い レベルで教育 されていたことが分かる。
さらに、引揚げ後にはインフォーマントが今の中国語が知 らないと発言 していること






















日本兵1:マ ンマ ンデV-一一Lプーシンだぞ(ゆっ くりやってはいかん)







以上のことか ら、北京官話中心の言語教育、「協和語」が人を見下す とい う意識が作





接触言語 とインフォーマン トが 「中国語の1方言」として認識 している 「満洲語」と
の問に線を引く。 しかし、インフォーマン トのコメン トの全体を通 してみると当時の












② 「協和語」は 「ピジン」 と 「混合言語」の両方の特徴を持ち合わせながら、相違
点もあ り、両者の中間的位置づけである
(2)言語使用
①当時使 われていた口語は 「満洲語」 と呼ばれることがあった
②学校教育では中国語の方言の 「満洲語」ではなく、標準語の 「北京官話」を学習
させ、それぞれを方言や標準語 と考える人もいた













へ りくだった印象を与えることができるもの として使用 されていた
⑥北京官話教育と 「協和語」の相手を見下すような働きから、「協和語」の使用を拒
む者 もいた
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